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⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ27(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 健康福祉部
04008-1 予防衛生事業 室名 健康推進室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民（予防接種対象者及びその周囲の人）

③
指
標

施策の方向 01:保健サービスの充実 項 保健衛生費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 予防費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:健康づくりの推進 款 衛生費

単位

国庫支出金 所要人員 0.17

人
件
費

総人件費 2,096
事業費 142,362 133,973 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金 807

再
掲

翌年度への繰越額 0

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
　平成27年10月よりインフルエンザワクチンの委託料の変更と自己負担額の変更があったが、対象者及び接種医療機
関への周知を行い、医療機関での窓口の混乱もなく、接種を進めることができた。
　また、MR2期ワクチンについては、個人通知の他に、保育園や幼稚園と連携をしながら個別の接種勧奨を行い、地域
の流行予防に効果があると言われる95％以上の接種率を維持することができた。

Ａ
順調に進んだ

　成人肺炎球菌ワクチンについては、年度ごとに対象者に変更があることや、過去に接種歴がある者は対象外となることから、対象者
には個別通知しているが、希望者が接種時期を逃すことがないように対応していく必要がある。

　成人肺炎球菌ワクチンについては、国の指針に沿って実施できるように、対象者及び接種医療機関への周知を図っていく。
　また、平成28年10月から、B型肝炎が定期接種化される予定のため、対象者及び接種医療機関が混乱しないように周知していく必要
がある。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額 0
総人件費 2,096

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・対象者への通知・接種勧奨
　広報、ホームページ、ポスターの掲示
　出生届出時に予防接種予診票の配布、節目毎に対象者へ通知
・未接種者への接種勧奨
　個人通知、市関係室との連携
　幼児健康診査時の予防接種状況問診
・医療機関においての接種の実施
【A類】ヒブ1,794人、小児肺炎球菌1,771人、BCG442人、4種混合1,773
人、不活化ポリオ13人、DT351人、日本脳炎1,780人、MR1期476人、MR2
期486人、水痘830人、子宮頸がん6人、
【B類】インフルエンザ6,774人、成人肺炎球菌658人

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 長寿健康づくり室長　駒谷　みどり

目
的

概
要

【対象ワクチン】
≪A類≫Hib（ヒブ）、小児用肺炎球菌、BCG、４種混合、DT、MR、日本脳炎、子宮頸がん予防
≪B類≫インフルエンザ（65歳以上）、成人用肺炎球菌

【法に基づくもの】
感染症の罹患予防、または、重症化防止のため、予防接種法に基づく定期予防接種を実施する。

２７年度

総コスト 136,069

一般財源 142,362 133,973

1,289 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

２８年度

7
回

97.4

③
計画値

④

名称

補足

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値

％

計画値

実績値
単位

計画値

名称

補足

広報・ホームページ・ポスター掲載回数

周知啓発の実施

MRワクチン接種率(2期)

MRワクチン接種率(2期)

単位


